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平
成
二
八
（
二
○
一
六
）
年
四
月
一
四
日
二
一
時
二
六
分
．

一
六
日
一
時
二
五
分
、
熊
本
を
大
地
震
が
襲
っ
た
。
私
の
家

は
ま
さ
に
震
源
地
・
熊
本
地
方
に
あ
っ
た
。

ド
ン
と
突
き
上
げ
る
音
が
、
熊
本
大
学
書
道
室
に
轟
い
た
。

「
熊
本
大
地
震
」
を
書
く

1，『天地』作品の前で、作家

私
は
、
ち
ょ
う
ど
新
学
期
を
迎
え
、
授
業
の
準
備
や
、
部
屋

の
片
づ
け
を
し
て
い
た
。
机
の
上
に
い
た
が
、
座
り
込
ん
だ
、

と
い
う
よ
り
倒
れ
込
ん
だ
。
ド
ン
と
い
う
音
以
外
、
揺
れ
の

こ
と
は
多
く
を
覚
え
て
い
な
い
が
、
一
瞬
す
べ
て
の
こ
と
は

止
ま
っ
た
と
感
じ
た
。
胸
騒
ぎ
が
し
、
自
宅
に
電
話
を
い
れ

た
が
、
通
ぜ
ず
。
の
ち
に
家
内
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
家
具
・

食
器
棚
・
本
棚
が
倒
壊
し
、
悲
惨
な
状
況
で
あ
る
ら
し
い
。

余
震
が
続
い
て
お
り
、
信
号
機
も
止
ま
り
、
す
ぐ
に
は
家
に

帰
れ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
家
路
に
つ
く
。

家
に
入
る
や
、
こ
れ
は
た
だ
ご
と
で
な
い
と
直
感
し
た
。

二
階
に
上
が
る
と
家
具
は
す
べ
て
倒
壊
し
、
茶
碗
や
コ
ッ
プ

は
砕
け
散
っ
て
い
た
。
家
内
は
座
り
込
ん
で
メ
ー
ル
を
う
っ

て
い
た
。
一
階
の
書
庫
・
勉
強
室
も
本
が
散
乱
し
て
い
た
。

そ
の
夜
は
二
階
の
廊
下
で
眠
っ
た
。
次
の
日
、
も
う
余
震

も
収
ま
る
だ
ろ
う
と
、
風
呂
に
入
り
眠
り
に
つ
い
た
。
翌
朝

未
明
、
地
震
は
ま
た
も
熊
本
地
方
に
襲
い
か
か
っ
た
。
一
瞬

の
う
ち
に
す
べ
て
の
電
気
は
消
え
た
。
揺
れ
は
半
端
で
な
く
、

懐
中
電
灯
を
持
っ
て
外
へ
飛
び
出
し
た
。
近
所
の
人
た
ち
も

神
野
雄
二
（
大
光
）
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ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
出
て
き
た
。

避
難
所
と
な
っ
た
江
原
中
学
校
に
行
っ
た
が
、
運
動

場
に
パ
イ
プ
イ
ス
が
並
べ
ら
れ
、
数
百
人
の
人
が
座
っ

て
い
た
。
ま
さ
に
異
様
な
光
景
で
あ
っ
た
。
こ
の
夜
は

さ
す
が
に
家
で
寝
れ
ず
、
車
中
泊
と
な
っ
た
。
家
の
中

は
、
も
う
手
の
付
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

被
災
、
ま
さ
か
こ
の
熊
本
で
。
災
害
が
少
な
い
自
然

豊
か
な
熊
本
で
。
水
道
・
ガ
ス
は
止
ま
っ
た
。
こ
の
時
、

水
は
命
と
思
っ
た
。
食
料
は
な
く
、
避
難
所
で
も
ら
い

命
を
繋
い
だ
。

・
一
八
日
、
大
学
の
様
子
が
心
配
で
家
内
と
出
か
け
た
。

研
究
室
と
書
道
室
は
本
が
飛
び
出
し
た
く
ら
い
で
、
大

き
い
被
害
は
な
か
っ
た
。

無
性
に
書
が
書
き
た
く
な
り
、
色
紙
に
数
点
殴
り
書

き
し
た
。
掲
載
の
２
か
ら
４
の
作
品
で
あ
る
。

二
二
日
、
熊
本
大
学
書
道
室
へ
行
き
、
ど
う
し
て
も

心
の
高
ぶ
り
を
抑
え
ら
れ
ず
、
今
し
か
書
け
な
い
と
、

二
○
枚
く
ら
い
書
い
た
。
５
か
ら
７
の
作
品
で
あ
る
。

８
は
五
月
二
日
の
作
。
こ
れ
は
書
と
い
う
よ
り
、
物
体

と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
大
地
震
が
私
に

与
え
た
、
天
の
声
に
導
か
れ
て
の
書
。
怒
り
で
あ
る
、

何
に
向
か
っ
て
の
怒
り
か
な
ど
分
か
ら
な
い
。
書
法
も

へ
っ
た
く
れ
も
な
い
。
た
だ
筆
に
墨
を
つ
け
、
ひ
た
す

ら
書
き
な
ぐ
っ
た
。
印
は
捺
す
と
、
単
な
る
作
品
に
な
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る
と
思
い
、
下
の
方
に
書
い
た
日
付
と
名
前
を
記
録
と

し
て
残
す
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
も
う
二
度
と
書
け
な
い
も
の
。
ま
た
つ
れ
づ

れ
に
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
を
併
せ
て
掲
載
す
る
。

こ
の
た
び
の
熊
本
大
地
震
は
、
多
く
の
教
訓
を
残
し

て
く
れ
た
。
評
論
家
で
日
本
近
代
史
家
の
渡
辺
京
二
先

生
は
「
熊
本
日
日
新
聞
’
一
の
四
月
二
八
日
付
の
「
荒
野

に
泉
湧
く
」
で
、
「
私
自
身
気
づ
い
て
み
る
と
、
街
で
す

れ
違
う
人
に
、
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
と
自
然
に
声
を

掛
け
て
い
た
。
私
が
『
逝
き
し
世
の
面
影
』
で
描
い
た

あ
の
人
な
つ
こ
い
日
本
人
、
人
情
離
れ
る
日
本
人
が

帰
っ
て
来
た
の
だ
。
…
中
略
…
そ
れ
で
も
私
た
ち
が
、

何
か
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
の
は
確
か
だ
」
と
。
実
は

私
も
同
じ
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。
私
自
身
に
自
然
に
相

手
を
思
い
や
る
心
が
開
か
れ
て
い
た
。
避
難
所
を
見
灘

い
、
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
方
や
病
気
の
人
を
可
能
な

限
り
で
手
助
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
被
災
ゴ
ミ
の
山
の
写
真
が
撮
り
た
く
な
り
、
一

○
○
コ
マ
あ
ま
り
撮
っ
た
。
自
分
の
写
真
に
感
動
し
た

の
は
初
め
て
と
い
っ
て
よ
い
。
と
に
か
く
撮
っ
た
。
こ

こ
に
作
品
の
若
干
の
解
説
を
す
る
。

１
、
『
天
地
』
作
品
の
前
で
、
作
家
』

２
、
「
神
声
Ｉ
」
（
手
筆
に
よ
る
手
書
で
あ
る
）
（
色
紙

二
枚
）
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（油書I)」

「
熊
本
日
日
新
聞
』
の
四
月
二
五
日
付
で
文
化
欄
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
は
詩
人
の
伊
藤
比

呂
美
氏
。
筆
を
持
つ
の
も
ま
ま
な
ら
ず
。
手
に
墨

を
付
け
、
必
死
で
書
い
た
。

３
、
「
神
声
Ⅱ
」
（
手
筆
よ
る
）
（
色
紙
二
枚
）

１
と
同
様
、
手
に
墨
を
付
け
書
い
た
。
書
い
た
と

い
う
よ
り
刻
ん
だ
。

４
、
「
天
地
」
（
被
災
筆
に
よ
る
）
（
色
紙
二
枚
）

地
震
で
こ
ろ
が
っ
て
い
た
被
災
筆
を
こ
す
り
つ
け

る
よ
う
に
し
て
書
い
た
。
天
地
創
造
の
神
へ
の
怒

り
で
あ
る
。

５
、
「
天
地
神
声
」
（
馬
毛
筆
に
よ
る
）
（
全
紙
二
幅
）

「
天
地
神
声
」
は
作
家
の
造
語
で
、
熊
本
地
震
の
天

地
を
揺
り
動
か
す
、
ド
ー
ン
と
の
神
の
声
（
音
）

で
あ
る
。
床
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
、
た
だ
無
心
で

書
い
た
。

６
、
「
熊
本
大
地
震
Ｉ
」
（
２
０
１
６
４
１
４
４
１
６

ド
ー
ン
ド
ー
ン
）
（
全
紙
）

作
家
が
、
独
創
に
よ
る
表
現
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
、
歴
史
的
年
月
日
を
揮
奄
す
る
「
歴
史

数
字
書
」
（
著
者
命
名
）
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
「
歴

史
数
字
書
」
と
は
、
歴
史
的
に
重
大
、
ま
た
印
象

深
い
出
来
事
・
事
象
漆
発
生
し
た
年
月
・
日
時
の

数
字
そ
の
も
の
を
素
材
に
し
て
表
現
し
た
作
品
の

－
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Ｆ
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ン

ド
ー
ン

熊
本
城
は
崩
壊

阿
蘇
山
も
噴
火

民
家
は
倒
壊

２
０
１
６
年
４
月
１
４
日
Ｍ
６
．
５
１
６
日
Ｍ
７
．
３

熊
本
に

来
た
来
た
大
地
震

こ
と
を
い
う
。
．
（
注
１
）

７
、
「
熊
本
大
地
震
Ⅱ
」
（
２
０
１
６
４
１
４
４
１
６
ク
マ

モ
ト
）
（
半
切
）

８
、
「
熊
本
大
地
震
（
油
書
Ｉ
ご
（
２
０
１
６
４
１
４
４
１

６
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
○
Ｔ
○
）
（
油
書
・
キ
ャ
ン
バ
ス
・
五
○
号
）

作
家
が
「
油
書
」
（
○
・
Ｋ
）
と
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

書
の
世
界
で
は
あ
ま
り
手
掛
け
ら
れ
て
い
な
い
手
法
で

あ
る
。
今
後
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

熊
本
大
地
震

（
じ
ん
の
ゆ
う
じ
／
熊
本
大
学
教
授
・
全
国
大
学
書
道
学
会
理
事
）

【
注
１
】

『
神
野
大
光
の
世
界
ｌ
書
・
蒙
刻
作
品
集
Ｉ
』
（
創
想
舎
出
版
、
二

○
一
三
年
三
月
三
一
日
）

『
書
写
書
道
教
育
論
考
』
（
創
想
舎
出
版
、
二
○
一
五
年
三
月
三

一
日
）
に
、
同
テ
ー
マ
の
作
品
を
掲
載
す
る
。

ま
た
来
た

ま
た
来
た

お
さ
ま
れ

お
さ
ま
れ

天
地
神
の
声

あ
あ
Ｉ

何
も
か
も
破
壊
し
尽
く
す
自
然
の
猛
威

お
ま
え
は
何
に
怒
り
狂
っ
て
い
る
の
か

こ
れ
は
神
の
大
音
声
か

書
い
た
書
い
た
む
ち
や
く
ち
や
作
品

手
に
墨
つ
け

熊
本
大
地
震
何
す
る
も
の
ぞ

被
災
場
所
熊
本
大
学
書
道
教
室


